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男性の๓での⾜動をዪ性たちはどのようにホ౯しあう

のか 

㸸平等୺⩏ᚿ向性の高さとྠ性㛫のステレ࢜タイプ的೫見に╔目して 
 
᳃ ⿱子 おⲔのỈዪ子大学大学院 人㛫文໬創成⛉学研究⛉ 
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要約 

本研究では㸪男性の๓での⾜動がどのようにホ౯されるのかに╔目し㸪平等୺⩏ᚿ向性に㐪いのある௚者ዪ

性らの᝿ᐃされる⾜動と㸪᝿ᐃする自ศ自㌟の⾜動にᑐするホ౯が㸪ཧຍ者の平等୺⩏ᚿ向性により㐪いが

みられるかを᳨ウすることを目的とした。ዪ子大学と共学大学に㏻うዪ子大学生 336 名をᑐ㇟とし㸪質問⣬

による場㠃᝿ᐃ法を伴う実㦂を⾜った。その⤖ᯝ㸪平等୺⩏ᚿ向性によらずఏ⤫୺⩏的なዪ性は男性の๓で

ዪ性らしく᣺る⯙うࡔろうとホ౯される一᪉で㸪自ศ自㌟は男性の๓で㸪平等୺⩏的なዪ性よりもよりዪ性

らしく᣺る⯙うࡔろうとホ౯しているྍ⬟性が♧၀された。また㸪平等୺⩏的なᚿ向を᭷するዪ性は㸪自ศ

とྠじく平等୺⩏的なᚿ向を᭷するዪ性を高くホ౯しており㸪ྠ性㛫のステレ࢜タイプ的೫見にࡘいても一

㒊☜ㄆされた。 

  

キー・ワード㸸࢙ࢪンࢲー㸪性役๭⾜動㸪平等୺⩏ᚿ向性 

 

, 問題と目的 

1．性役割行動の≧ἣ౫Ꮡ性 

 ⚾たちは᪥常生活の中で㸪ᵝ々な௚者と஺ὶし

ながら⾜動している。そのような♫఍的⾜動には

性ᕪがみられるが㸪἟ᓮ（2017）はそのようなᕪ

は≧ἣ౫Ꮡ的であると指᦬している。἟ᓮ（2017）
は㸪㑅ᢥ的注意㸪᝟報ฎ理スタイࣝといった㸪ึ

期の᝟報ฎ理㐣⛬には性ᕪはないものの㸪␗性ឡ

や配അ動ᶵが㢧現໬すると㸪௚者をศ㢮するカテ

㇟ーとして性ูが重要となり㸪性ูが自己表ࣜࢦ

に取り込まれ㸪配അ者として㑅ᢥされるたࡵにᮃ

ましい⾜動や㸪࢙ࢪンࢲー・ステレ࢜タイプ的な

⾜動において大きなᕪがみられることを᫂らかに

している。 

このことは㸪男性のみの場㠃と男性とዪ性も

いる場㠃におࡅるዪ子大学生の⾜動の㐪いを実

㦂的に᳨ウした᳃・▼୸（2018）の⤖ᯝとも一

⮴する。᳃・▼୸（2018）では㸪男性のᏑ在の

᭷↓によるዪ性の⾜動の㐪いにࡘいて㸪࢙ࢪン

のᙉさとの関㐃から᳨࢕テ࢕ー・アイデンテࢲ

ウすることを目的とし㸪ྠ性のみの場㠃とྠ性

と␗性がいる場㠃を設ᐃした上で㸪どちらかの

場㠃を᝿ᐃしてその㝿の自㌟の⾜動にࡘいて男

性性㸪人㛫性㸪ዪ性性をホ౯させ㸪ྠ時に࢙ࢪ

ンࢲー・アイデンテ࢕テ࢕のᙉさも ᐃした。

その⤖ᯝ㸪࢙ࢪンࢲー・アイデンテ࢕テ࢕の中

でも特にዪ性としての展ᮃ性や現実性をᙉく意

㆑している者࡯ど㸪男性のいる場㠃においてよ
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りዪ性らしく᣺る⯙うࡔろうというྍ⬟性が♧

၀された。 
 
2．ྠ性㛫のࣉ࢖ࢱ࢜ࣞࢸࢫ的偏ぢ  

ຍえて㸪㏆年ではዪ性に関するステレ࢜タイ

プのサࣈタイプ໬が進んでいることが指᦬され

ている。高ᯘら（2006）は㸪一⯡に人は「ఏ⤫

的なዪ性」㸪「㠀ఏ⤫的なዪ性」㸪「性的ᑐ㇟とし

てのዪ性」という3ࡘのサࣈタイプでዪ性をᤊ

えやすいことを指᦬している。高ᯘら（2006）
は㸪ᐙ事と௙事の୧❧をᚿ向する㸪あるいは୧

❧している場合㸪1 人のዪ性の中に「ఏ⤫的な

ዪ性」㸪「㠀ఏ⤫的なዪ性」という2ࡘの自己表

㇟がಖᣢされているのではないかとண した。

そこで㸪ዪ性に「ఏ⤫的ዪ性」㸪「㠀ఏ⤫的ዪ性」

に関して᝿ീさせ㸪それをプライ่࣒⃭とする

ことで㸪ᚋにᥦ♧する「ఏ⤫的ዪ性」㸪「㠀ఏ⤫

的ዪ性」にᑐするホ౯がどのようにኚ໬するの

かというྠ性㛫のステレ࢜タイプ的な೫見にࡘ

いて᳨ウし㸪その⤖ᯝ㸪活性໬した自己表㇟と

一⮴したタイプのዪ性が㸪ዲ意的にホ౯される

ことが♧された。よって㸪ዪ性でもྠ性のዪ性

にᑐして೫見を♧すことがあるということが♧

၀され㸪ᚑ᮶の࢙ࢪンࢲー研究で᳨ウされてき

た㸪男性からዪ性㸪ዪ性から男性への೫見ࡅࡔ

では୙༑ศであるということを指᦬している。 
しかし㸪高ᯘら（2006）の実㦂では㸪᭱ึの

「ఏ⤫的ዪ性」「㠀ఏ⤫的ዪ性」の᝿ീのᅔ㞴さ

にᕥྑされる㒊ศが大きく㸪また㸪調査ཧຍ者

自㌟の平等୺⩏ᚿ向性の⪃៖が୙༑ศであると

⪃えられる。すなわちఏ⤫ᚿ向的なែᗘを᭷す

るዪ性は「ఏ⤫的なዪ性」を᝿ീすることはᐜ

ろうが㸪「㠀ఏ⤫的なዪ性」を᝿ീすることࡔ᫆

はᅔ㞴ではないࡔろうか。あらかじࡵ㸪ཧຍ者

の平等୺⩏ᚿ向性を ᐃしておくᚲ要があると

⪃える。また㸪このようなྠ性㛫のステレ࢜タ

イプ的な೫見が㸪男性がいる場㠃ではどのよう

にാくのかにも╔目する。 

また㸪高ᰯ生におࡅる性ᕪほのᙧ成⎔ቃと性

役๭㑅ᢥにࡘいて調査したఀ⸨（1997）は㸪共

学・ู学という学ᰯ⎔ቃはዪ子の性ᕪほにᙳ㡪

していなかったことから㸪ዪ子の場合㸪性ᕪほ

は高ᰯ௨๓におおࡴねᙧ成されている㸪あるい

はࡈく༢⣧に㸪≧ἣ要ᅉによってᙳ㡪されない

と㏙࡭ている。ここでの㸪性ᕪほとは㸪人が自

己を取り巻く⎔ቃをㄆ▱するときの性に関する

ㄆ▱的なᯟ組みのことである。ዪ子学・ู学と

いった⎔ቃの㐪いは性ᕪほにはᙳ㡪しなかった

が㸪平等୺⩏的ᚿ向性やྠ性㛫のステレ࢜タイ

プ的೫見にᙳ㡪を与えるྍ⬟性はあるのではな

いࡔろうか。そこで㸪本研究ではዪ子大学に㏻

うዪ子大学生と共学大学に㏻うዪ子大学生にࡘ

いて調査を⾜う。 
  ௨上から㸪本研究では㸪男性の๓での⾜動が

どのようにホ౯されるのかに╔目し㸪平等୺⩏

ᚿ向性に㐪いのある௚者ዪ性らの᝿ᐃされる⾜

動と㸪᝿ᐃする自ศ自㌟の⾜動にᑐするホ౯が㸪

ཧຍ者の平等୺⩏ᚿ向性により㐪いがみられる

かを᳨ウする。ලయ的には㸪高ᯘら（2006）を

㋃まえて㸪男性のいる場㠃において㸪ఏ⤫୺⩏

的なዪ性はఏ⤫୺⩏的なዪ性の᝿ᐃされる⾜動

を㸪㠀ఏ⤫୺⩏的なዪ性は㠀ఏ⤫୺⩏的なዪ性

の᝿ᐃされる⾜動をより࣏ࢪテࣈ࢕にホ౯する

と௬ᐃした。一᪉で㸪᝿ᐃする男性の๓での自

ศ自㌟の⾜動は㸪平等୺⩏ᚿ向性によらず࣏ࢪ

テࣈ࢕にホ౯するのではないかという௬ㄝにࡘ

いて᳨ウする。 
 
Ⅱ 方法 

1．調査ཧຍ者 

ዪ子大に㏻うዪ子大学生289名㸪共学大学に

㏻うዪ子大学生 47 名㸪ィ 336 名をᑐ㇟とし㸪

質問⣬による場㠃᝿ᐃ法を伴う実㦂を⾜った

（᭷ຠᅇ⟅⋡ 100%）。学㒊の 1㹼4 年生がཧຍ

し㸪学年の平ᆒ್は 1.55（୙᫂ 4 人）であり㸪

ᴫね20ṓ๓ᚋであると⪃えられた。 
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2．予ഛ調査 

場㠃᝿ᐃ法でᥦ♧するᯫ✵の௚者ዪ性のプ  ࣟ
。ーࣝを高ᯘら（2006）をཧ⪃にస成した࢕ࣇ

表1に♧すዪ性Aをఏ⤫୺⩏的なዪ性㸪ዪ性B 
を平等୺⩏的なዪ性としてస成し㸪ணഛ調査に

てそのጇᙜ性を☜ㄆした。ணഛ調査のཧຍ者は㸪

ዪ子大学生 30 人（᭷ຠᅇ⟅⋡ 100㸣㸪学㒊学

生 1㹼4 年生と大学院生）であった。ዪ性 A・
ዪ性Bのプࣟ࢕ࣇーࣝをᥦ♧し㸪平等୺⩏的性

役๭ែᗘスࢣーࣝ▷⦰∧（௨ୗ㸪SESRA－Sと

する）（㕥木㸪1994）の㡯目にࡘいて㸪ዪ性 A
（ዪ性B）がどの⛬ᗘその㡯目ෆᐜを重どして

いると思うか㸪5௳法（1㹼5Ⅼ）のホᐃをồࡵ

た。その⤖ᯝ㸪ዪ性AにࡘいてのホᐃⅬの平ᆒ

್（M㸻2.12㸪SD㸻0.35）と㸪ዪ性 B にࡘい

てのホᐃⅬの平ᆒ （್M㸻4.20㸪SD㸻0.35）に

᭷意なᕪがみられた（t（28）㸻－18.00, p㸺.01）。
ணഛ調査からዪ性Aはఏ⤫୺⩏的㸪ዪ性Bは平

等୺⩏的にᤊえられることが☜ㄆされた。 

 

3． ᮦᩱと手続き 
1） 男ዪ平等୺⩏指向性の ᐃ 

ཧຍ者の平等୺⩏ᚿ向性を ᐃするたࡵに� 

SESRA－Sを౑用した。このᑻᗘは㸪ᚓⅬが高

くなれࡤなる࡯ど平等୺⩏的なែᗘを᭷してい

るとされる。15 㡯目にࡘいてどう思うかᑜね㸪

自㌟の⪃えに᭱も㏆いものを 1 㸪5ࡘ ௳法（1
㹼5Ⅼ）でᅇ⟅をồࡵた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） ௚者ዪ性・自ศ自㌟の⾜動ホ౯ 

高ᯘら（2006）で用いられたዪ性性࣏ࢪテ࢕ 

特性10ㄒのࣈ࢕ガテࢿ特性10ㄒと㸪ዪ性性ࣈ

ィ 20 ㄒを用いた。場㠃᝿ᐃ法で「཭人関係に

ある男性3人㸪ዪ性3人が㣗事をしている場㠃

を᝿ീしてくࡔさい。そのうちの1人が㸪表に

♧すዪ性A（ዪ性B）であるとします」と教♧

し㸪ᥦ♧した௚者ዪ性の᝿ᐃされる⾜動が㸪ど

の⛬ᗘᙜてはまるかを5௳法（1㹼5Ⅼ）でᅇ⟅

をồࡵた。㡯目は表2に♧す。また㸪ྠᵝの場

㠃を᝿起させ㸪そのうちの1人がᅇ⟅者自㌟で

ある場合㸪᝿ᐃする自ศの⾜動がどの⛬ᗘྠじ

㡯目にᙜてはまるかにࡘいても㸪ྠじく5௳法

（1㹼5Ⅼ）でᅇ⟅をồࡵた。 

 

ዪ性$ ዪ性%

現在の年㱋 ��ᡯ ��ᡯ

㊃࿡ おⳫ子సり� ガーデࢽンࢢ ア࢘トࢻアࠉ�ỈὋ

よくみる79␒組 ࢻラマ࣡ࠉ�イࢻシࣙー 教㣴␒組࣓ࣗ࢟ࢻࠉ�ンタࣜー

ዲきな時㛫 ㏆ᡤの人たちと㞟まっておⲔをする時㛫 をしている時㛫ࣈライࢻ

⤒῭力㸪ඃしさ㸪ㄔ実さ㸪ໟᐜ力 ඲てにおいて理解のある人がよい

ࣜーࢲーシップ㸪㞃し事はしないでḧしい 自ศのୡ⏺にはᖸ΅してḧしくない

Ᏺられたい㸪引っᙇっていって࡯しい ᑐ等の関係

ఱよりも大事で㸪なくてはならないᏑ在であり㸪᭱ඃ先したい ⢭⚄的な支えであって࡯しい

平ซでもいいから㸪心がᏳらࡆるᐙᗞを⠏いていきたい ௙事でどんどん実⦼をあࡆて㸪活㌍したい

子育てがおわったら㸪ኵと᪑⾜などしてᴦしくやっていきたい ௙事はఱがあってもずっと⥆ࡅていきたい

௚者からのホ౯ ࿘ᅖへの配៖ができ㸪௚の人からもಙ㢗されている ௙事の㠃においてもඃ⚽で㸪௚の人からಙ㢗されている

配അ者にồࡵるもの 

配അ者にᑐするែᗘ

ᑗ᮶ 

表1 ఏ⤫୺⩏的ዪ性�ዪ性A�と平等୺⩏的ዪ性�ዪ性B�のプࣟ࢕ࣇーࣝ

表2 高ᯘら（2006）で用いられた特性ㄒ 

ポジティブ項⽬ ネガティブ項⽬

ඃしい うるさい

㠃ಽ見のⰋい うわさዲき

あたたかい おせっかい

献㌟的 おしゃ࡭り

親しみやすい ඵ᪉⨾人

⣧┿な ⮑⑓な

ྍឡらしい ⹫ᙅな

おしとやか なよなよした

⧄⣽ 㢗りない

ㅬ⹫ ౫Ꮡ的
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3） 配ᕸ期㛫・倫理的配៖ 

 配ᕸ期㛫は㸪2017年10月ึ᪪㹼11月ᮎ中᪪㸪

大学のㅮ⩏ෆに㞟ᅋで実᪋した。質問⣬の表⣬

に㸪研究௨እの目的で౑用することがないこと㸪

ᅇ⟅はコンピࣗータで⤫ィ的にฎ理され㸪ಶ人

が特ᐃされるᙧで౑用しないこと。また㸪ᅇ⟅

は௵意であり㸪㏵中で中Ṇすることがྍ⬟であ

ることを᫂グし㸪配ᕸする㝿にもཱྀ頭でㄝ᫂し

た。 

 

Ⅲ 結果 

 1．SESRA㸫Sの因子得点 
先⾜研究である㕥木（1994）では㸪男ዪの平等

をಶ人がᐙ᪘の⠊ᅖෆで達成することがྍ⬟な

「ಶ人レ࣋ࣝにおࡅる男ዪ平等」を♧す1ᅉ子が

᝿ᐃされていた。そこで本研究においても㸪1 ᅉ

子のまま౑用した。SESRA－Sの合ィの平ᆒ್は

58.71（SD㸻6.69）であり㸪㕥木（1994）の大卒

௨上のཧຍ者の⤖ᯝ（M㸻57.93㸪SD㸻8.65）と

 。ᵝの⤖ᯝであったྠࡰ࡯
ḟに㸪SESRA－S平ᆒ್にࡘいてࣃーセンタイ

ࣝ㡰఩を用いて㸪ప⩌・中⩌・高⩌の3⩌にศࡅ

た。平等୺⩏ᚿ向性の高さとホ౯のᑐ㇟となる௚

者ዪ性の平等୺⩏ᚿ向性との஺஫స用に関心があ

ったたࡵ㸪ప⩌と高⩌をศᯒに౑用した。ྛ⩌の

平ᆒ್とᶆ‽೫ᕪ㸪人ᩘは表5に♧す。 
 
2．行動ホ౯にࡘい  ࡚

 ఏ⤫୺⩏的ዪ性と平等୺⩏的ዪ性のどちらを先

にホ౯するのかということがホ౯にᙳ㡪しないよ

うに㸪ཧຍ者によってᥦ♧㡰ᗎはラン࣒ࢲとし㸪

ཧຍ者㛫でカ࢘ンターࣂランスを取った。 
⾜動ホ౯に౑用した高ᯘら（2006）の࣏ࢪテ࢕

特性ㄒは㸪ಙ㢗性とጇᙜ性の᳨ウࣈ࢕ガテࢿ・ࣈ

がなされていなかったたࡵ㸪2 ᅉ子にᅛᐃした上

で᭱ᑬ法プࣟマックスᅇ㌿を用いてᅉ子ศᯒを⾜

った。その⤖ᯝ㸪問1おせっかい㸪問6ㅬ⹫㸪問

15 おしゃ࡭り㸪問 19 うるさい㸪問 20 うわさዲ

きがどちらのᅉ子にも.4௨上㈇Ⲵしておらず㸪ま

た問7おしとやかがどちらのᅉ子にも.4௨上㈇Ⲵ

していたたࡵ๐㝖した。෌び2ᅉ子にᅛᐃし᭱ᑬ

法プࣟマックスᅇ㌿でᅉ子ศᯒを⾜ったところ, 
表3に♧すྛ7㡯目の2ᅉ子がᢳฟされた。ྛ ᅉ

子の㡯目から㸪第Ϩᅉ子を「ᙅさ」ᅉ子㸪第ϩᅉ

子を「♫஺的」ᅉ子と࿨名した。表5に㸪⾜動ホ

౯のᑐ㇟となるዪ性ࡈとのྛᅉ子の平ᆒ್とᶆ‽

೫ᕪを♧す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに㸪ᅉ子ࡈとにホ౯のᑐ㇟となるዪ性にࡘ

いて㸪ᑐ応のある t᳨ᐃを⾜った（表4）。その⤖

ᯝ㸪「ᙅさ」ᅉ子の⣲Ⅼ合ィはఏ⤫的ዪ性㸼自ศ自

㌟㸼平等୺⩏的ዪ性の㡰に㸪「♫஺的」ᅉ子の⣲Ⅼ

合ィはఏ⤫的ዪ性㸼平等୺⩏的ዪ性㸼自ศ自㌟の

㡰に᭷意に高かった。 
 

表3  特性ㄒのᅉ子ศᯒࣈ࢕ガテࢿ・ࣈ࢕テࢪ࣏
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3．SESRA㸫Sと対象ዪ性の関㐃にࡘい  ࡚
ḟに㸪「ᙅさ」ᅉ子㸪「♫஺的」ᅉ子ࡈとに㸪

SESRA－Sప⩌・高⩌2Ỉ‽と㸪⾜動ホ౯のᑐ㇟

となるዪ性（ఏ⤫୺⩏的ዪ性・平等୺⩏的ዪ性・

自ศ自㌟でᑐ応あり）の 3 Ỉ‽を⊂❧ኚᩘとし㸪

ྛᅉ子のᚓⅬをᚑᒓኚᩘとする 2�3 のศᩓศᯒ

を⾜った（表5・ᅗ1・ᅗ2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「ᙅさ」ᅉ子にࡘいては㸪ᑐ㇟となるዪ性の୺ 

ຠᯝ㸪SESRA－Sとᑐ㇟となるዪ性の஺஫స用が

᭷意であった（㡰にF（2,488）㸻346.94, p㸺.01, 
F（2,488）㸻4.56, p㸺.05）。༢⣧୺ຠᯝの᳨ᐃを

⾜ったところ, SESRA－Sにࡘいてはす࡭てのỈ

‽で༢⣧୺ຠᯝが᭷意（ప⩌㸸F（2,488）㸻142.53, 
p㸺.01, 高⩌㸸F（2,488）㸻210.63, p㸺.01）㸪ᑐ

㇟となるዪ性にࡘいてはఏ⤫୺⩏的ዪ性のホ౯で

༢⣧୺ຠᯝが᭷意であった（F（1,244）㸻6.19, p
㸺.05）。そこでBonferroni 法による多重ẚ㍑を⾜

ったところ, SESRA－S高⩌・ప⩌のどちらにお

いても「ᙅさ」ᅉ子のᚓⅬはఏ⤫୺⩏的ዪ性㸼自

ศ自㌟㸼平等୺⩏的ዪ性の㡰で高くなった。また

ఏ⤫୺⩏的ዪ性において㸪SESRA－S 高⩌㸼

SESRA－Sప⩌の㡰で「ᙅさ」ᅉ子のᚓⅬは高く

なった。 
「♫஺的」ᅉ子にࡘいては㸪ᑐ㇟となるዪ性の

୺ຠᯝ㸪SESRA－Sとᑐ㇟となるዪ性の஺஫స用

が᭷意であった（F（2,488）㸻279.40, p㸺.01, F
（2,488）㸻5.57, p㸺.05）。༢⣧୺ຠᯝの᳨ᐃを⾜

った⤖ᯝ㸪SESRA－Sにࡘいてはす࡭てのỈ‽で

༢⣧୺ຠᯝが᭷意（ప⩌㸸F（2,488）㸻123.66, 
p<.01, 高⩌㸸F（2,488）㸻162.25, p㸺.01）㸪ᑐ

㇟となるዪ性にࡘいては平等୺⩏的ዪ性のホ౯で

༢⣧୺ຠᯝが᭷意（F（1,244）㸻5.24, p㸺.05）㸪
自ศ自㌟のホ౯で᭷意傾向であった（F（1,244）
㸻3.48, p㸺.10）。そこでBonferroni 法による多重

ẚ㍑を⾜った⤖ᯝ㸪SESRA－S高⩌ではఏ⤫୺⩏

表4 ྛᅉ子のᑐ応のあるW᳨ᐃ⤖ᯝ

表5  SESRA㸫Sのྛ⩌の人ᩘと平ᆒ ・್ᶆ‽೫ᕪ

ᅗ1 「ᙅさ」ᅉ子の平ᆒ್・ᶆ‽೫ᕪ

ᅗ2 「♫஺的」ᅉ子の平ᆒ್・ᶆ‽೫ᕪ 
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的ዪ性㸼平等୺⩏的ዪ性㸼自ศ自㌟の㡰に㸪 
SESRA－S ప⩌ではఏ⤫୺⩏的ዪ性㸼平等୺⩏

的ዪ性㸪自ศ自㌟の㡰に「♫஺的」ᅉ子のᚓⅬが

高くなった。また㸪平等୺⩏的ዪ性において

SESRA－S 高⩌㸼SESRA－S ప⩌の㡰に「♫஺

的」ᅉ子のᚓⅬが᭷意に高くなり㸪自ศ自㌟に関

するホ౯において SESRA－S ప⩌㸼SESRA－S
高⩌の㡰に高くなる傾向にあった。 
 
Ⅳ 考察 

本研究では㸪男性の๓での⾜動がどのように

ホ౯されるのかに╔目し㸪自ศ自㌟の平等୺⩏

ᚿ向性に㏆いዪ性の᝿ᐃされる⾜動をより࣏ࢪ

テࣈ࢕にホ౯し㸪᝿ᐃする自ศ自㌟の⾜動は平

等୺⩏ᚿ向性の高さによらず࣏ࢪテࣈ࢕にホ౯

するのではないかという௬ㄝを❧て㸪場㠃᝿ᐃ

法を用いて᳨ウを⾜った。 
 

 1．SESRA㸫Sにࡘい  ࡚
SESRA－Sの合ィの平ᆒ್にࡘいては㸪先⾜研

究とྠᵝの⤖ᯝが☜ㄆされた。先⾜研究の調査か

ら 20 年௨上๓⤒㐣した現在においても㸪ዪ性の

平等୺⩏ᚿ向性は大きくኚ໬していないことがศ

かる。一᪉で㸪 SESRA－S の㡯目にࡘいての平

ᆒ್は㸪3.92（SD㸻0.45㸪⠊ᅖ㸸2.88㹼4.62）で

ありኳ஭ຠᯝがみられた。このようなኳ஭ຠᯝや㸪

SESRA－S の 15 㡯目のうち 11 㡯目が㏫㌿㡯目

であることなどから㸪ᑻᗘの表㠃的ጇᙜ性や㡯目

ෆᐜの᳨ウが今ᚋの課題といえるࡔろう。 
 
2．行動ホ౯にࡘい  ࡚
ḟに㸪ᑐ応のある t᳨ᐃの⤖ᯝから㸪「ᙅさ」ᅉ

子と「♫஺的」ᅉ子において㐪いがみられた。「ᙅ

さ」ᅉ子において㸪自ศ自㌟よりもఏ⤫୺⩏的ዪ

性が高くホ౯され㸪自ศ自㌟よりも平等୺⩏的ዪ

性がపくホ౯されたことは㸪ᥦ♧したዪ性のプࣟ

ーࣝからもண᝿でき㸪また平等୺⩏ᚿ向性に࢕ࣇ

よらず自ศ自㌟の⾜動は࣏ࢪテࣈ࢕にホ౯される

ろうという௬ㄝを一㒊支ᣢする。「ᙅさ」ᅉ子はࡔ

な要⣲からᵓ成されるが㸪ዪ性性の一ࣈ࢕ガテࢿ

ഃ㠃を表すものであり㸪ཧຍ者のዪ性たちはこれ

らの㡯目に࡯どよくᙜてはまる⾜動をすることが

よりዪ性らしいと⪃えたྍ⬟性があるのではない

 。ろうかࡔ
例えࡤ㸪Bem（1974）のస成したBem Sex Role 

Inventory（BSRI）にも㸪「支配的な」や「㦄さ

れやすい」といったࢿガテࣈ࢕なᙧᐜモ・ᙧᐜ動

モがྵまれる。ዪ性性には「♫஺的」ᅉ子にྵま

れるような࣏ࢪテࣈ࢕な要⣲ࡅࡔでなく㸪ࢿガテ

なࣈ࢕ガテࢿな要⣲もྠᵝにྵまれており㸪ࣈ࢕

⾜動もዪ性らしい⾜動の1ࡘとዪ性がホ౯してい

るといえるのではないࡔろうか。一᪉で「♫஺的」

ᅉ子においては㸪ఏ⤫୺⩏的ዪ性㸪平等୺⩏的ዪ

性の㡰で高くホ౯され㸪自ศ自㌟は᭱もపくホ౯

されたたࡵ㸪平等୺⩏ᚿ向性によらず自ศ自㌟の

⾜動は࣏ࢪテࣈ࢕にホ౯されるࡔろうという௬ㄝ

を支ᣢしなかった。 
これにはいくࡘかの理⏤が⪃えられる。1 にࡘ

は㸪自ศ自㌟の⾜動にࡘいて「♫஺的」ᅉ子にྵ

まれる「ྍឡらしい」や「おしとやか」といった

ホ౯をしにくかったのではないࡔろうか。また㸪

男性の๓での௚者ዪ性はよりዪ性らしく᣺⯙うࡔ

ろうと㐣大ホ౯したྍ⬟性も⪃えられる。᪥本の

ⱝ者にみられる2ࡘのᜊឡᗁ᝿にࡘいて᥈⣴的に

調査したⱝᑿ（2003）は㸪ᜊឡをすることがᶆ‽

的ࡔと⪃え㸪ᜊ人がいる人を現実よりも多く見✚

もってしまうという「ᜊឡᬑཬᗁ᝿」とᜊ人がい

る人に࣏ࢪテࣈ࢕なイ࣓ーࢪを㸪いない人にࢿガ

テࣈ࢕なイ࣓ーࢪをᣢࡘ「ᜊឡ࣏ࢪテࣈ࢕ᗁ᝿」

がᏑ在していることを᫂らかにしている。本研究

の⤖ᯝから㸪「ᜊឡᬑཬᗁ᝿」や「ᜊឡ࣏ࢪテࣈ࢕

ᗁ᝿」のように㸪ዪ性は男性の๓で௚のዪ性はよ

り㐣ᗘにዪ性らしく᣺る⯙うのではないかとᗁ᝿

をᢪいているྍ⬟性が指᦬できるのではないࡔろ

うか。 
一᪉で㸪調査ᑐ㇟者がዪ子大学生に㝈ᐃされて
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いたことに␃意するᚲ要がある。἟ᓮ（2017）も

指᦬しているように㸪調査にཧຍしたዪ子大学生

は㟷年期であり配അ者⋓ᚓ動ᶵが௚の年代にẚ࡭

て高くなる時期である。௚のዪ性にᑐする㐣ᗘな

ホ౯が㸪この年代に特᭷なものであるྍ⬟性も⪃

えられる。また㸪本研究では性的指向にࡘいては

問うてないたࡵ㸪ཧຍ者඲員が男性の๓で配അ者

⋓ᚓ動ᶵが㢧現されるとはいえないことにも注意

するᚲ要がある。 
 

 3．SESRA－Sと対象ዪ性の関㐃にࡘい  ࡚
᭱ᚋに㸪ศᩓศᯒの⤖ᯝに╔目する。多重ẚ㍑

の⤖ᯝ㸪平等୺⩏的な思⪃を᭷するዪ性は㸪ఏ⤫

୺⩏的なዪ性は男性の๓でᙅ々しく᣺る⯙うࡔろ

うとホ౯する一᪉で㸪平等୺⩏的なዪ性は男性の

๓でྍឡらしく㠃ಽ見がよく᣺る⯙うࡔろうとホ

౯することがศかった。このことは㸪ఏ⤫୺⩏的

なዪ性はఏ⤫୺⩏的なዪ性の᝿ᐃされる⾜動を㸪

㠀ఏ⤫୺⩏的なዪ性は㠀ఏ⤫୺⩏的なዪ性の᝿ᐃ

される⾜動をより࣏ࢪテࣈ࢕にホ౯するとした௬

ㄝを一㒊支ᣢする。平等୺⩏的なᚿ向を᭷するዪ

性は㸪ྠじように平等୺⩏的なዪ性の男性の๓で

の⾜動を㸪より࣏ࢪテࣈ࢕なものとしてホ౯した

のである。これは㸪高ᯘら（2006）の▱見とも一

⮴し㸪ዪ性もዪ性にᑐしてステレ࢜タイプ的な೫

見をᢪくというྍ⬟性が♧၀された。しかし㸪ఏ

⤫୺⩏的なᚿ向を᭷するዪ性が㸪ఏ⤫୺⩏的なዪ

性を高くホ౯する⤖ᯝはᚓられなかったことから

注意がᚲ要である。また㸪高ᯘらで用いられたዪ

性性࣏ࢪテࢿ・ࣈ࢕ガテࣈ࢕特性ㄒ20ㄒのうち㸪

「うるさい」や「うわさዲき」といった用ㄒはᅉ

子ศᯒの⤖ᯝどちらのᅉ子にも༑ศに㈇Ⲵしなか

ったたࡵ㸪ศᯒでは用いなかった。ዪ性の⾜動を

よりヲ⣽にホ౯するᑻᗘの౑用を᳨ウするᚲ要が

ある。 
௨上から㸪本研究では㸪平等୺⩏ᚿ向性によら

ずఏ⤫୺⩏的なዪ性は男性の๓でዪ性らしく᣺る

⯙うࡔろうとホ౯される一᪉で㸪自ศ自㌟は男性

の๓で㸪平等୺⩏的なዪ性よりもよりዪ性らしく

᣺る⯙うࡔろうとホ౯しているྍ⬟性が♧၀され

た。また㸪平等୺⩏的なᚿ向を᭷するዪ性は㸪自

ศとྠじく平等୺⩏的なᚿ向を᭷するዪ性を高く

ホ౯しており㸪ྠ性㛫のステレ࢜タイプ的೫見に

 。いても一㒊☜ㄆされたࡘ
 
4．本研究の課題 

 ᭱ᚋに本研究の課題にࡘいて㏙࡭る。1ࡘ目は㸪

᪤㏙の㏻りサンプࣝの問題である。本研究では㸪

ዪ子大のዪ子大学生ཧຍ者と共学のዪ子大学生ཧ

ຍ者にᑐして調査を⾜った。୧者は᪥常的に置か

れている⎔ቃに㐪いがあるたࡵ㸪男性の๓での⾜

動を調査するにあたってはᰯ✀のᙳ㡪の᳨ウも目

的とした。例えࡤ㸪ዪ子大学に㏻うዪ子大学生は㸪

そのような⤒㦂がஈしく㸪男性との㣗事場㠃を᝿

ീすることが㞴しいྍ⬟性などが⪃えられる。し

かし㸪本研究においてはዪ子大ཧຍ者にẚ࡭て共

学ཧຍ者を༑ศに☜ಖすることがฟ᮶ず㸪ᰯ✀の

ᙳ㡪を඘ศに᳨ウすることができなかった。ዪ子

大と共学から༑ศなサンプࣝᩘを☜ಖした上で㸪

ᰯ✀による᪥常的な⎔ቃの㐪いのᙳ㡪を᳨ウでき

るデࢨインを用いた調査がᮃまれる。また㸪本研

究の調査ཧຍ者の年㱋や学年から㸪ᚓられたデー

タは大学 1㸪2 年生が中心であり㸪年㱋やᒓ性に

おいて㸪より多ᵝなᑐ㇟者に調査するᚲ要となる

 。ろうࡔ
 また本研究においては㸪場㠃᝿ᐃ法を用いて調

査ཧຍ者に場㠃を᝿ᐃさせ㸪その場㠃での௚者や

自ศ自㌟の⾜動にࡘいて᝿ീさせたにすࡂない。

そのたࡵ実㝿の場㠃を実㦂的に用意し調査ཧຍ者

にその場で⾜動させることで㸪よりཧຍ者がもࡘ

性ูに関する意㆑が実㝿の⾜動にཬࡰすᙳ㡪にࡘ

いて᫂らかにできるྍ⬟性がある。 
 そのような実㝿の場㠃を用いた᳨ウを⾜う㝿に

は㸪本研究で᳨ウした自ศ自㌟の性ูに関する意

㆑にຍえて㸪その場にいる௚者の性ูに関する意

㆑にࡘいてもྠᵝに᳨ウするᚲ要があると思われ
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る。ᯇ本（2002）が͆஫いに相ᡭにᑐし一ᐃの役

๭を期待している௨上㸪♫఍的相஫స用は஫いの

役๭期待の஺ᕪから成り❧ࡘといえる͇と㏙࡭て

いるように㸪実㝿の場㠃で生起する性役๭⾜動は㸪

自ศ自㌟の性ูに関する意㆑と௚者の性ูに関す

る意㆑の཮᪉を㚷みて㸪調ᩚした⤖ᯝとして現れ

るものではないࡔろうか。  
さらに本研究では㸪ዪ性のプࣟ࢕ࣇーࣝを用い

て配അ者にồࡵるものなどをはっきりと♧したが㸪

これが現実場㠃であれࡤこのように᫂☜なᙧで௚

者の性ูほがศかることはないࡔろう。実㝿の場

㠃において㸪ఱをᡭがかりとしどのように௚者の

性ูほをㄆ▱するのかにࡘいても᳨ウするᚲ要が

ある。 
௚者の性ูに関するㄆ▱では㸪Glick & Fiske 

（1996,1999）がᚑ᮶は男性のዪ性にᑐするྰᐃ

的㸪ᕪู的なែᗘやಙ念㸪⾜動としてᢅわれてき

たセクシ࣒ࢬというಙ念をᩜ⾝し㸪ᩛ意的なもの

とዲ意的なものという相཯するようにもみえる 2
がᙧ࣒ࢬ現代的な᪂しいセクシࡔのഃ㠃をྵんࡘ

成されていると論じている。௚者の性ูほのㄆ▱

を ᐃする㝿には㸪この「୧㠃的セクシ࣒ࢬ理論」

にࡘいても⪃៖しᩛ意的・ዲ意的୧ഃ㠃から ᐃ

するᚲ要がある。  
 
＜付記＞ 本研究は㸪2017 年ᗘዉⰋዪ子大学文学㒊人

㛫⛉学⛉にᥦฟした卒業論文の一㒊をຍ➹ಟṇしたも

のである。論文స成にあたりࡈ指導いたࡔきました㸪ዉ

Ⰻዪ子大学≸巻 ಟྖ෸教授にཌくᚚ♩⏦し上ࡆます。 
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